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２
月
８
日
、
エ
フ
コ
ー
プ
生
活
協

同
組
合
の
商
品
企
画
部
谷
口
部
長
さ

ん
・
同
部
商
品
課
担
当
松
本
さ
ん
が

農
協
を
訪
れ
、
エ
フ
コ
ー
プ
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
組
合
員
さ
ん
か
ら
の
素
敵
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
耶
馬
溪
酪
農
組
合

の
生
産
者
（
５
軒
）
一
人
ひ
と
り
の

名
前
入
り
ア
ル
バ
ム
に
し
て
い
た
だ

き
、
「
お
い
し
い
牛
乳
あ
り
が
と

う
！
」
「
牛
乳
と
の
お
も
い
で
」

「
こ
れ
か
ら
先
も
10
年
、
20
年･･･

と
変
わ
ら
ず
」
な
ど
が
寄
せ
書
き
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

エ
フ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
さ
ん

は
今
年
創
立
40
周
年
、
下
郷
農
協
は

前
身
の
北
九
州
市
民
生
協
が
誕
生
す

る
時
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、
ち
ょ

う
ど
50
年
お
付
合
い
頂
い
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
は

生
産
者
や
耶
馬
溪
牛
乳
へ
の
「
愛

情
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
下
郷
農
協
は
酪
農
生

産
者
と
一
緒
に
、
安
心
し
て
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
「
耶
馬
溪
牛
乳
」
を
皆

様
へ
お
届
け
し
ま
す
。

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
素
敵
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生協担当者からメッセージを受け取った脇坂耶馬溪酪農組合長（写真中央）ら

～北九州市民生協（エフコープの前身）はここからはじまった～

酪農生産者へ感謝のメッセージ

保
育
園
の
給
食
に
「
玄
米
和
食
」

を
実
践
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
受

け
て
い
る
福
岡
市
の
高
取
保
育
園

の
園
児
か
ら
、
下
郷
農
協
の
野
菜

生
産
者
ら
に
「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
・
・
・
」
と
書
か
れ
た
可
愛
い
お

手
紙
と
手
縫
い
の
雑
巾
や
手
作
り
ク

ッ
キ
ー
が
届
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
鮮
・
安
全
で
美

味
し
い
お
野
菜
や
納
豆
を
頑
張
っ
て

作
っ
て
い
き
ま
す
。

手紙を受け取った野菜組合役員の横山親幸さん

高
取
保
育
園
児
か
ら

有
機
野
菜
生
産
者
へ

「
感
謝
」
の
手
紙

「
あ
り
が
と
う
50
年
の
お
つ
き
あ
い
」

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
か
ら
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１
月
13
日
、
農
協
本
所
会
議
室
で

公
認
会
計
士
・
税
理
士
の
講
師
２
名

を
招
き
、
生
産
者
や
役
職
員
ら
17
名

が
参
加
し
て
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
は
、
２
０
１
９
年
の
消
費

税
増
税
と
複
数
税
率
導
入
に
伴
い
、

今
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
制
度
で
、

こ
れ
ま
で
消
費
税
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
事
業
者
は
帳
簿
を
基
に
納
付
す

べ
き
消
費
税
額
を
計
算
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
「
帳
簿
方
式
」
か
ら

「
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
」
に
移
行
し
ま

す
。今

回
の
制
度
導
入
で
は
、
販
売
金

額
１
千
万
円
以
下
の
全
国
約
９
割
を

占
め
る
免
税
農
家
が
取
引
排
除
や
取

引
価
格
引
下
げ
の
懸
念
も
あ
り
、
ま

た
納
税
義
務
の
課
税
事
業
者
で
も
生

産
資
材
や
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
を
受
け
ら
れ
ず
新

た
な
負
担
増
が
生
じ
た
り
、
経
営
収

支
が
赤
字
で
も
消
費
税
が
か
か
る
事

と
な
り
ま
す
。

学
習
会
で
は
、
仕
入
税
額
控
除
で

の
取
引
や
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
取
引
、

課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場
合
の
消
費

税
の
計
算
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
取

引
事
例
を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
税
務
署
へ
課

税
事
業
者
登
録
し
た
場
合
、
何
時
か

ら
課
税
取
引
き
対
象
と
な
る
の
か
」
、

「
既
に
消
費
税
を
納
付
し
て
い
る
が
、

改
め
て
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の

登
録
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
」
、

｢

農
協
は
課
税
事
業
者
の
農
家
と
免

税
事
業
者
の
農
家
で
、
農
畜
産
物
の

買
取
価
格
を
区
分
す
る
こ
と
に
な
る

の
か｣

、｢

農
協
と
の
取
引
で
生
産
者

の
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
義
務
を
免
除
す

る
特
例
（
無
条
件
委
託
方
式
か
つ
共

同
計
算
方
式
に
限
る
）
が
あ
る
が
、

下
郷
農
協
は
該
当
し
な
い
の
か｣

、

｢

免
税
事
業
者
と
の
取
引
で
下
請
法

や
独
占
禁
止
法
で
注
意
す
る
こ
と

は
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
に
参
加
し
た
農
協
職
員
は
、

「
制
度
開
始
か
ら
６
年
間
は
仕
入
税

額
控
除
の
経
過
措
置
（
前
半
３
年
間

は
80
％
控
除
、
後
半
３
年
間
は
50
％

控
除
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
課

税
・
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
区
分

や
軽
減
税
率
区
分
に
加
え
経
過
措
置

の
控
除
等
、
事
務
作
業
も
煩
雑
に
な

る
」
、
「
資
材
等
が
高
騰
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
増
税
と
は
全
く
次
元
の

違
う
営
農
破
壊
税
で
あ
り
、
来
る
選

挙
で
中
止
を
求
め
＇
ノ
ー
＇
を
示
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

公認会計士・税理士からインボイス制度について学ぶ生産者ら

９
割
占
め
る
免
税
農
家
を
直
撃

生
産
者
と
役
職
員
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
学
習
会
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日
頃
、
給
食
で
飲
ん
で
い
る
下
郷

農
協
の
牛
乳
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

て
、
み
ん
な
の
と
こ
ろ
に
届
い
て
い

る
の
か
を
学
習
す
る
た
め
、
中
津
市

立
三
郷
小
学
校
３
年
生
の
児
童
ら
８

名
が
社
会
見
学
で
、
耶
馬
溪
牛
乳
の

工
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

見
学
で
は
酪
農
の
生
産
か
ら
生
乳

受
入
、
殺
菌
・
充
填
作
業
の
流
れ
や
、

商
品
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
工
場
の

責
任
者
か
ら
説
明
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ

れ
準
備
し
た
質
問
を
し
て
学
習
し
て

い
ま
し
た
。

後
日
、
児
童
か
ら
感
想
文
が
届
き

ま
し
た
の
で
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

耶馬溪牛乳の製造工場を見学する児童たち
（写真提供：三郷小学校）

耶
馬
溪
牛
乳
が
給
食
で
届
く
ま
で

小
学
生
が
牛
乳
工
場
を
社
会
見
学

こ
の
ま
え
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
に
ゅ
う
は
、
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

き
か
い
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。

人
が
パ
ッ
ク
を
い
れ
る
こ
と
が
す
ご
か
っ

た
で
す
。

（
ｋ
）

こ
の
ま
え
は
、
牛
乳
工
場
の
こ
と
を
、
お

し
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

う
け
と
り
ホ
ー
ム
の
こ
と
を
は
じ
め
て
し

っ
た
の
で
す
ご
か
っ
た
で
す
。

さ
い
ご
に
の
ん
だ
カ
フ
ェ
オ
ー
レ
が
す
ご

く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
（
Ｈ
）

こ
の
ま
え
は
、
社
会
見
学
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

牛
乳
工
場
の
道
具
は
高
い
ん
だ
な
ー
と
思

い
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
オ
ー
レ
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

出
来
た
て
で
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

（
Ｎ
）

ぼ
く
は
、
安
全
な
え
さ
を
あ
げ
て
育
て
た

牛
か
ら
、
お
い
し
い
牛
乳
を
作
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
や
ば
け
い
牛
乳
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
ゅ
う
き
ょ
く
の
お
い
し

い
牛
乳
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
見
学
し

て
よ
か
っ
た
で
す
。
（
Ｙ
）
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自転車賠償責任保険は下郷農協で
　自転車の利用に係る交通事故の防止および

被害者の保護等を目的に、大分県条例が令和

3年4月から制定・施行されました。

　下郷農協（共済部）では、JA自動車共済に

特約付保する「日常生活賠償責任特約マモル

モア」や、安心をひとつの保険にパッケージ

した「JA安心倶楽部」（自転車で通行人にゲ

ガをさせてしまった場合の個人賠償責任保険

含む）、「JA自転車倶楽部」などの商品を取

り扱っています。

　ぜひ、お気軽に下郷農協・共済部（℡56-

2222）までご相談ください。
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購
買
ふ
れ
あ
い
の
店

＊
４
月
１
日
（
土
曜
日
）
は
決
算
棚

卸
の
た
め
、
誠
に
勝
手
な
が
ら

休
業
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
新
入
学
用
品
（
名
前
入
り
体
操

服
・
赤
白
帽
子
・
通
学
帽
子
・
上

靴
な
ど
）
は
、
ふ
れ
あ
い
の
店
で

ご
購
入
で
き
ま
す
。

＊
ポ
イ
ン
ト
が
２
倍
に
な
る
﹃
お
誕

生
日
は
下
郷
農
協
へ
行
こ
う
！
﹄

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
‼

　　　健康米組合が餅つき　　　健康米組合が餅つき

　12月30日、購買ふれあいの店の年末大売出しに合わせ、健康米生産組
合員らで恒例の餅つきを行っていただきました。収束の見えないコロナ
禍でしたが、新たな年に向け年末売出しを盛り上げて頂きました。

健康米生産の関係者が威勢よく餅つき

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
元
気
村
の
利
用
者

と
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
ほ
ど
、
消
防
署

の
方
を
招
い
て
消
防
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
元
気
村
お
風
呂
場
か

ら
の
出
火
を
想
定
、
通
報
・
利
用
者

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
・
室
内
確
認

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
決
め
ら
れ
た
任

務
に
従
い
手
際
よ
く
行
動
し
ま
し
た
。

消
防
署
の
方
か
ら
は
、
「
誘
導
・

最
終
確
認
ま
で
し
っ
か
り
出
来
て
い

た
が
、
火
災
時
は
周
り
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ

し
て
い
る
の
で
、
通
報
者
は
大
き
な

声
を
出
し
て
周
り
の
人
に
分
か
る
様

に
伝
え
て
下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
駐
車
場
で
ス
タ
ッ
フ
が
水

消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
様
が
安
心

し
て
通
所
頂
け
る
施
設
を
め
ざ
し
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
元
気
村
・
佐
竹
）

消
防
署
員
か
ら
消
火
方
法
の
説
明
を
受
け

る
利
用
者
・
ス
タ
ッ
フ

元
気
村
で
消
防
訓
練

元
気
村
か
ら
の
お
願
い

未
使
用
で
ご
不
要
な
鉛
筆
、
色
鉛

筆
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
ソ
フ
ァ
ー
カ
バ

ー
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
元
気
村
ま

で
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
元
気
村
・
佐
竹℡

56-

２
３
８
５
︶
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3～4月の診療日について（お知らせ）
1, 担当医師
　＊酒見久哲先生（診療科目：内科・小児科・外科）･･･診察：火曜日、木曜日。
〈下郷診療所の管理者として津民診療所より診療に来て頂いています。〉
　＊樗木（ちしゃき）浩朗先生（診療科目：内科・循環器科・小児科）･･･診察：水曜日。
〈槻木診療所より診療に来て頂いています。〉
　＊内尾伸行先生（診療科目：整形外科）‥･
　　㊟土曜日は全て休診とさせていただきます。
　　〈内尾整形外科医院より診療に来て頂いています。〉
2, 診療時間
　＊火曜日～木曜日：８:30～（受付）、診療：９:00～12:00、13:00～17:00
　＊金曜日：８:30～（受付）、診療：９:00～12:00　午後は休診となります。

下郷
診療所

〈2023年3月の診療日〉 〈2023年4月の診療日〉

【診療体制の変更について】
　内尾伸行先生（整形外科）の診察曜日が、土曜日午前から毎週金曜日午前中
（9:00～12:00）に変更となっています。
　土曜日は全て休診となりますのでご注意下さい。

【コロナワクチン接種について】
　下郷診療所での3月分の「新型コロナウイルス」ワクチン接種については、毎週
火曜日の15:00～15:30が接種時間となります。（４月分は未定です。）
　一般外来の方は、緊急時を除きこの時間帯を避けて受診いただきますよう、ご
理解ご協力をお願い致します。

お問い合わせ：下郷診療所（℡56-2361）まで

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日 2日 3日午前 4日

樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

5日 6日 7日 8日 9日 10日午前 11日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

12日 13日 14日 15日 16日 17日午前 18日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

１9日 20日 21日 22日 23日 24日午前 25日
休診 休診 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

26日 27日 28日 29日 30日 31日午前
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生

診察：毎週金曜日
　　　（午前中）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日
休診

2日 3日 4日 5日 6日 7日午前 8日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

9日 10日 11日 12日 13日 14日午前 15日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

16日 17日 18日 19日 20日 21日午前 22日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

23日 24日 25日 26日 27日 28日午前 29日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

30日
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信連下郷出張所からのお知らせ
・営業時間について
　9：00～11：30、13：30～15：00（11：30～13：30休業）
・コメント入力について
　当会以外のJAの貯金通帳を下郷出張所窓口でご使用の場合は備考欄にご記入いただいたコメン
トは入力できません。
・詳しくは、店頭掲示をご覧ください。

　　　JA大分信連下郷出張所（℡56-3010）

下
郷
農
協
の
皆
様
、
昨
年
11
月
２7

日
開
催
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
片
岡
宏
明

と
申
し
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
の
代
表
理
事

（
専
務
理
事
）
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

共
同
体
は
、
福
島
県
、
滋
賀
県
、
そ

し
て
大
阪
府
以
西
の
13
府
県
で
活
動

す
る
1６
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
が
構
成
す
る

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
連

合
会
、
そ
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
、
学
校
法
人
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
、
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
連
合
会
、
一
般
社
団
法
人
幸

福
（
し
あ
わ
せ
）
に
な
る
農
業
塾
他

の
団
体
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
様
々
な
運
動
と
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
が
総
合
的

に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
と

事
業
を
よ
り
よ
く
推
進
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
の
役
割
は
、
下
郷
農
業
協
同
組

合
の
皆
さ
ん
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

活
協
同
組
合
と
が
、
日
本
の
農
業
を

守
り
、
安
全
・
安
心
な
食
べ
も
の
の

生
産
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
日
常
的
に
下
郷
農
協
と
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
生
協
と
を
つ
な
い
で
、

連
帯
・
連
携
の
具
体
的
な
か
た
ち
を

作
っ
て
、
結
果
を
出
す
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

下
郷
の
地
域
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る

農
畜
産
物
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
組

合
員
に
届
け
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

の
組
合
員
が
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
下
郷
の
地
域
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
生
産
が
安
定
・
拡
大
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

大
き
な
計
画
で
は
、
鎌
城
地
域
の
酪

農
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
地
に
拡

大
し
て
い
く
こ
と
を
酪
農
生
産
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
２
年
後
に
は
新
た
な
農
場
を
整

備
し
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
新
た
な

び
ん
牛
乳
工
場
を
中
津
市
山
国
町
に

建
設
す
る
計
画
で
す
。
さ
ら
に
、
養

豚
、
養
鶏
、
た
ま
ご
、
お
米
・
野
菜
、

加
工
品
の
製
造
な
ど
の
分
野
も
、
生

産
者
と
消
費
者
の
協
同
に
よ
っ
て
お

互
い
の
願
い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

私
は
、
１
９
６
４
年
北
九
州
市
で

生
ま
れ
、
１
９
７
０
年
初
頭
、
小
学

生
の
頃
、
下
郷
農
協
の
卵
や
牛
乳
な

ど
を
食
べ
て
育
ち
ま
し
た
。
我
が
家

で
は
、
段
ボ
ー
ル
で
届
く
た
ま
ご
を

10
個
ず
つ
袋
に
入
れ
て
、
１
個
の
値

段
を
計
算
す
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
下
郷
農
協
に
訪
れ
た
際
に
は
、

酪
農
牧
場
を
見
学
し
た
り
、
山
国
川

の
河
川
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
し
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
、
１
９
８
７
年
か
ら
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
下

郷
農
協
の
こ
と
を
た
び
た
び
思
い
出

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
８

年
、
30
年
以
上
を
経
過
し
て
、
下
郷

農
協
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
、
下

郷
農
協
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
の
関

係
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
下

郷
農
協
と
下
郷
の
地
域
は
、
私
に
と

っ
て
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
私
が
生
き

て
い
る
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
と
っ
て

も
大
切
な
存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

皆
さ
ん
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
組
合

員
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
体
制
発
足
に
伴
う
新
任
理
事
よ
り
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。下郷農協　理事　片岡宏明
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管

理

部

理事会だより
　2022年12月28日に第９回定例理事会、2023年１月30日に第10回定例理事会を開催しましたので、議案お
よび協議内容の一部概要をお知らせします。

【第９回定例理事会】
提出議案：①活動報告承認の件　　　　　　　　　　　　　　⑤第一回公判期日(23年２月３日)に向けて
　　　　　②理事補佐（理事補）選任規程の制定について　　⑥公認会計士事務所との業務委託契約締結
　　　　　③職員などに対する処遇の改善について　　　　　　について
　　　　　④基本協定特別委員会の設置について　　　　　　⑦監事監査指摘事項の回答について
　　　　　
【第10回定例理事会】
提出議案：①活動報告承認の件　　　　　　　　　　　　　　⑥資金繰りについて
　　　　　②牛乳工場に対する懲戒処分について　　　　　　⑦答弁書について
　　　　　③理事補の選任に関する今後の進め方について　　⑧公用印管理規程の変更について
　　　　　④基本協定の締結に関する今後の進め方について　⑨不祥事再発防止策(兼整備計画)について
　　　　　⑤2023年度の経営改善・強化について

　第９回定例理事会では、「活動報告承認の件」で活動庶務日誌のほか、大分信連から「当会経営に与え
る影響および出張所運営体制の問題等を総合的に判断し、令和５年３月末での閉所を検討しておりますこ
とにつきまして事前に連絡申し上げます。」旨の通知があり、信連に対し閉所延期のお願い文書を発出し
たことが報告されました。また、経営企画会議報告で11月事業利益実績△38,977千円（計画：△10,722千
円）や３月末決算見込値について報告がありました。
　理事補佐選任規程の制定では、規程制定の承認と理事補選任小委員会を設置、委員会を中心に理事補の
選任を進め、組合員に真に根ざした組織としての理事会強化を図ります。
　基本協定特別委員会の設置では、下郷農協・耶馬溪酪農組合・グリーンコープとの間で締結準備してきた
「基本協定書」を、第一次基本協定書として通常総会で採択いただき正式に調印を目指すこととして進めます。
　第一回公判期日に向けては、大分信連を原告とする令和４年12月15日付「第１回口頭弁論期日呼出状及
び答弁書催告状」の通知を受け、答弁書の基本・弁護士費用等を確認しました。

　第10回定例理事会では、「活動報告承認の件」で活動庶務日誌のほか、大分信連から令和５年１月11日
付で「組合員・利用者等へのより丁寧な説明・対応が必要であるとの判断から･･･令和５年３月末での閉
所については延期する」旨の回答があったことが報告されました。
　2023年度の経営改善・強化では、前回理事会以降の経過として、経産和牛・黒豚の今後の出荷に向けた協
議・実施内容や、フリーズドライ商品の今後の製造・取引協議、プリンの製造・仕様見直しに向けたテスト製
造、新酪農事業に向けた経営打合せと飼料勉強会の開催などの取り組みについて、提案・承認を受けました。
　資金繰りでは、県外金融機関との取引協議・交渉状況の報告とともに、グリーンコープの協力がいただ
ける目途がつき、その借入内容の承認を受けました。
　答弁書については、２月３日の第一回公判に対し１月27日付「答弁書」を大分地方裁判所へ提出するた
めの原案を承認しました。
（なお、弁護士の期日が折り合わず擬制陳述の答弁書のみ提出、その後、３月23日に実質的な第一回公判
日程が決定）
　不祥事再発防止策（兼整備計画）では、JA全中に対して会員の行動規範に基づいたJA再発防止策を理
事会付議・承認を受け提出することとしました。

集
落
常
会
に
つ
い
て

例
年
３
月
上
旬
に
開
催
し
て
い
ま

す
一
斉
集
落
常
会
に
つ
い
て
は
、
誠

に
勝
手
な
が
ら
準
備
の
都
合
上
４
月

中
旬
開
催
と
し
、
２
０
２
２
年
度
決

算
見
込
み
・
２
０
２
３
年
度
経
営
計

画
、
基
本
協
定
書
、
訴
訟
答
弁
書
等

を
ご
説
明
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

農
協
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
お

伺
い
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
も
踏

ま
え
た
中
で
、
日
程
等
決
ま
り
次
第
、

連
絡
員
を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
ご
対
応
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
各
集
落
選

出
の
新
連
絡
員
対
象
の
連
絡
員
懇
話

会
（
仮
称
）
を
通
常
総
会
開
催
１
か

月
前
を
目
途
に
開
催
を
計
画
し
て
い

ま
す
。



解答は次号で

下
郷
農
協

２
０
２
３

３
・
４

№
７
２
８

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合
〒
871‒0431

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL
0979-56-2222

FAX
0979-56-3117

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

２

野
球
の
Ｂ
Ｓ
О
の
Ｓ

５

敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん

７

正
し
い
答
え
に
付
け
る
マ
ー
ク

８

遠
く
て
近
き
は
―
―
の
仲

10

シ
オ
マ
ネ
キ
も
こ
の
仲
間
で
す

12

得
意
な
も
の
。
漢
字
で
書
く
と
十
八
番

14

体
温
計
を
挟
み
ま
す

16

空
弁
（
そ
ら
べ
ん
）
が
売
ら
れ
て
い
る
所

18

田
畑
を
耕
す
道
具
の
１
つ

20

ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
最
後
の
字
。
Ω
、
ω
と

書
き
ま
す

21

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の
会
場
で
す

ヨコのカギ
１　唱歌『花』に歌われている川
２　写真などを撮影するための施設
３　ラクダやアルパカに似たアンデス地方の動
物

４　クジラより小さめです
６　４月なのに冷えるなあ、――の戻りかな
９　書類の何も書かれていない部分
11　新１年生の皆さん、ご――おめでとう！
13　爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳類は
――動物

15　１、３、５、７、9……
17　日本人の主食です
19　船を着けます

パ
ズ
ル
？
頭
の
体
操

Ｑ

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

数
独
（
す
う
ど
く
）

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「ユキオロシ」

12

出
題
●
ニ
コ
リ

出
題
●
ニ
コ
リ

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い
ず
れ
に

も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

先月号のこたえ

答え　②＋⑥＝8

7 2 9 5 8 6
1 3 4

4 9 1 3
7 8 9 2 5

2 5 7
6 3 7 4 1

1 4 5 3
3 1 6

5 4 3 2 9 8

3 7 2 9 4 5 8 1 6
8 1 6 2 3 7 5 4 9
4 9 5 6 8 1 3 2 7
1 4 7 8 6 9 2 3 5
9 2 8 1 5 3 6 7 4
6 5 3 7 2 4 1 9 8
2 8 1 4 9 6 7 5 3
7 3 9 5 1 8 4 6 2
5 6 4 3 7 2 9 8 1

例
題

[
例
題
の
答
え
]

［考え方］
　タテ列やヨコ列、3×3マスの各ブロッ
クで、同じ数字が重複しないように数字を
入れていくパズルです。計算は不要ですよ。
例題で解き方を覚えましょう。右下のブロ
ックには、まだ２が入っていないので、４
つある空きマスのどれかが２になるはず。
同じタテ列やヨコ列に２がない空きマスは、
６のすぐ右のマスしかないので、２の入る
場所はここだと決められます。このように、
確実に数字が決められる場所を、注意深く
根気強く探していきましょう。

1 6

B

14 17

2 12

D
3 9 18 21

10

E

15

4 7 13 19

8

A

11 20

5 16

C

ス
イ
シ
ヨ
ウ

ホ

キ
セ
ル

チ
ユ
ウ

ー

ワ
ケ

マ
キ

カ
ン
シ
ヨ
ク

コ
イ

キ
フ

イ

フ
ロ
ア

カ
ツ
オ

ン

リ
ツ
シ
ユ
ン

9 8 5 1 4 2 6 3 7
4 6 3 7 5 9 8 1 2
2 7 1 8 3 6 4 5 9
3 4 8 5 9 1 2 7 6
5 1 6 4 2 7 3 9 8
7 9 2 3 6 8 5 4 1
6 3 9 2 7 4 1 8 5
8 2 4 9 1 5 7 6 3
1 5 7 6 8 3 9 2 4

1 2 6
2 3 9

8
1 5 6
8 2

7 4 3
3

9 6 7
4 8 1

1 5

E

8 14 21

6 15 18

D
2 12 19

9

A

16

3 7 13 20

4

B

10 17

11

C




